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皆
さ
ん
は
、
も
し
今
の
日
本
で
税

金
が
無
く
な
っ
た
と
し
た
ら
、
今
と

同
じ
だ
け
の
生
活
が
維
持
で
き
る
と

思
い
ま
す
か
？

　

現
在
の
社
会
か
ら
税
金
が
無
く
な

っ
た
と
し
た
ら
、
警
察
・
消
防
・
教

育
・
道
路
や
公
園
の
整
備
な
ど
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま

い
、
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

誰
も
が
納
税
を
義
務
と
し
て
認
識

し
、
義
務
を
果
た
す
こ
と
で
国
や
町

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て

い
き
ま
す
。

　

ほ
ぼ
す
べ
て
の
市
区
町
村
で
は
町

県
民
税
の
標
準
税
率
を
用
い
て
い
る

た
め
町
民
税
の
税
率
は
全
国
一
律
で

あ
り
、
決
し
て
本
町
だ
け
が
高
い
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

税
金
は
、
一
円
た
り
と
も
無
駄
な
く

私
た
ち
の
生
活
に
活
か
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
互
い
に
助
け
合
い
、
よ
り

充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
も
、
決
め
ら
れ
た
納
期
に
き

ち
ん
と
納
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

公
平
な
納
税
の
大
前
提
は
、
正
し

い
申
告
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も

の
。
自
分
た
ち
だ
け
の
た
め
で
な

く
、
子
ど
も
や
そ
の
次
の
世
代
が
豊

か
に
暮
ら
せ
る
町
に
す
る
た
め
、
申

告
と
納
税
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し

ょ
う
。

　

中
学
生
の
目
に
映
る「
税
」
に

つ
い
て
三
珠
中
３
年
生
、
河
西
歩

果
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
作
文
は
平
成
23
年
度
中
学

生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
コ

ン
ク
ー
ル
で
山
梨
県
納
税
貯
蓄
組

合
総
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

　私たちが豊かで安定した暮らしを続けてい

くために、国や町では様々な活動をしていま

す。公園、学校、ゴミ処理などの、いつも当

たり前のように利用しているもの、警察や消

防のようにいざという時に社会の安全を守る

役割を果たすもの。

　税金はこれらの活動を支える大切な財源で

す。納税者である私たちは税金の仕組みや使

いみちについて十分に知っておく必要があり

ます。

　国税庁が主催した「税に関する中学生の作

文」で山梨県納税貯蓄組合総連合会会長賞に

入選した三珠中学校３年、河西歩果さんの作

文を紹介します。

　皆さんもこの機会に税について考えてみま

しょう。

親子で考える税に関する標語【鰍沢税務署長賞】
三森光汰くん（市川小６年）・文宏さん親子の作品
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納税は
元気に暮らした

恩返し
みんなで作ろう

豊かな社会



　
「
復
興
増
税
」
も
し
そ
れ
が
、
私
た

ち
が
普
段
買
っ
て
い
る
食
べ
物
や
服

な
ど
に
も
か
か
っ
て
く
る
な
ら
、
ま

だ
中
学
生
で
あ
る
私
に
も
で
き
る
「
小

さ
な
復
興
支
援
」
に
な
ら
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
増
税
は
、
現
在
、
所
得
、
法

人
税
が
中
心
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
私
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
食

品
な
ど
普
段
よ
く
買
う
も
の
も
増
税

し
て
よ
い
と
思
う
。
税
は
日
本
国
民

が
皆
払
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
少

な
い
額
で
も
集
ま
れ
ば
大
き
な
額
に

な
る
。
も
し
、
私
が
よ
く
買
う
物
も

増
税
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
ま
だ
中

学
生
で
あ
る
私
に
も
で
き
る
「
小
さ

な
復
興
支
援
」
が
一
つ
増
え
る
こ
と

に
な
る
。
中
学
生
で
も
で
き
る
こ
と

な
ら
、
税
を
通
し
て
日
本
中
が
一
つ

に
な
っ
て
、
被
災
地
を
支
援
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
大
き
な
力
と
な
っ
て
、

気
持
ち
と
一
緒
に
届
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
増
税
は
、
必

ず
実
現
し
て
ほ
し
い
。

　
「
復
興
増
税
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の

記
事
を
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
今
実
際
に
払
っ
て
い
る
税

は
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。
私
の
一

番
身
近
に
あ
る
も
の
に
は
、
ま
ず
教

科
書
が
あ
る
。
教
科
書
の
裏
に
は
「
国

民
の
税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
。」
と
必
ず
書
い
て
あ
る
。

私
は
そ
れ
を
読
む
た
び
に
、
日
本
に

日
本
国
民
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
。
そ
れ
か
ら
、
私
の
住

む
町
で
は
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

が
全
額
町
で
補
助
さ
れ
る
。
習
い
事

な
ど
で
お
金
が
か
か
る
時
期
に
こ
の

制
度
が
あ
る
こ
と
で
、
経
済
的
な
負

担
が
か
な
り
少
な
く
な
っ
た
。
教
科

書
が
無
償
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
、
医

療
費
が
か
か
ら
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら

は
全
て
税
の
制
度
が
あ
る
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
私
は
日
本
全
体
に
守
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。
名
前
も

知
ら
な
い
、
顔
も
見
た
こ
と
が
な
い

人
た
ち
が
払
っ
て
く
れ
て
い
る
税
に

よ
っ
て
、
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

思
え
る
。

　

今
の
日
本
に
一
番
必
要
な
こ
と
は
、

「
日
本
が
一
つ
に
な
る
こ
と
」
日
本
を

一
つ
に
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て「
税
」

が
役
立
つ
の
だ
と
思
う
。
税
を
通
し

て
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
復
興
支

援
を
す
る
と
か
こ
れ
か
ら
の
未
来
を

背
負
う
子
ど
も
た
ち
に
教
育
を
受
け

さ
せ
る
と
か
、
税
を
納
め
る
と
い
う

共
通
の
こ
と
を
す
る
だ
け
で
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
を
支
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、

未
来
を
皆
で
創
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
。
ま
ず
は
復
興
支
援
、
そ
し
て

今
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
日
本
の
未
来
の
た
め
に
、
税
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
い
つ
か
私

も
、
税
を
納
め
て
、
日
本
を
支
え
る

一
人
に
な
り
た
い
。（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）

　

２
月
16
日
か
ら
は
、
所
得
税
や
町

県
民
税
の
申
告
期
間
が
始
ま
り
ま

す
。
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
申
告
相
談
会

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

『
税
で
支
え
る
』

三
珠
中
学
校
３
年　

河
西
歩
果

税に関する作品の入選者
（町内在住者抜粋・敬称略）

《親子で考える税に関する標語》
［ ］内は保護者の名前

■鰍沢税務署長賞
三森　光汰［文宏］（市川小）
■東京地方税理士会甲府支部長賞

蓮  岡  　凌［哲司］（市川小）
■金賞

渡井　彩未［成美］（市川小）
■銀賞

池谷　実莉［安彦］（市川小）
小沢　真未［哲也］（市川小）
立川　佳穂［  潔  ］（市川小）
■銅賞

奥原　芽衣［昭二］（上野小）
伊藤　勇矢［周二］（市川東小）
中山　拓己［洋巳］（市川南小）
川添ももか［美穂］（市川小）
一瀬　亜海［一幸］（市川小）
上田　竜也［裕之］（六郷小）

《中学生の「税についての作文」》
■山梨県納税貯蓄組合総連合会会長賞

河西　歩果（三珠中）

■鰍沢税務署長賞
光寺凱仁（市川中）

■鰍沢納税貯蓄組合優秀賞
諏訪　陽祐（三珠中）

《税に関する高校生の作文》
■鰍沢税務署長賞

内藤　若菜（市川高）
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所得税、町県民税の申告が始まります。受付期間は、
2月16日(木)から3月15日(木)までです。忘れず、
お早めに申告を済ませましょう。
受付期間中、税務署や町の申告会場は大変混雑しま
す。特に町の申告相談会場は午前中の混雑が予想さ
れますが、ご理解・ご協力をお願いいたします。

正しく早めに済まして
　　　　シマウマしょう

税の申告は正しく、お早めに！
申告受付期間２/16 木～３/15 木

▼�

税
務
署
か
ら
「
確
定
申
告
書
」
が
郵

送
さ
れ
た
方
。

▼�

土
地
・
建
物
の
譲
渡
や
交
換
を
さ
れ

た
方
。

【
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ

る
場
合
】

▽�

１
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

所
得
控
除
の
合
計
を
超
え
る
方
。

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
】

▽�

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

合
計
が
、
20
万
円
を
超
え
る
方
。

▽�

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
方
。

▽�

年
末
調
整
で
、
保
険
料
や
扶
養
な
ど

の
控
除
を
忘
れ
た
方
。

※
こ
の
ほ
か
に
、次
の
よ
う
な
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
、
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽�

マ
イ
ホ
ー
ム
を
、
ロ
ー
ン
な
ど
で
取

得
し
た
と
き
。

▽
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
。

▽
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
。

▽�

年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て

い
な
い
と
き
。

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
町
県
民
税

の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
所
得
税

の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
町
県

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
確
定
申
告

が
必
要
な
方
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町の申告相談会
２/16 ㈭～３/15 ㈭
※土日はお休みします

※ 2/24 ㈮は会場の都合により
お休みさせていただきます

【時間】午前 9 時 30 分～正午・午後１時～４時
※受付時間以外、相談会場には入れません。相談会場
前のロビーでお待ち下さい。
【場所】町役場本庁舎１階大会議室
※相談会場は本庁舎のみです。

※相談会場では、先着順にご案内します。混雑時に

は長時間お待ちいただく場合がありますが、ご理解・

ご協力をお願いいたします。

※申告書の提出のみの場合は税務課窓口、各支所の

住民サービス係窓口で期間中、随時受け付けます。
（相談は本庁舎にてお願いします）

【問い合わせ】町税務課住民税係☎ 055-272-1104

年金受給者の申告相談会
【日時】２/ １㈬　午前 10 時～正午・午後１時～４時

　　　　　　　　（受付は終了時間 30 分前まで）
【会場】町役場本庁舎１階大会議室
【問い合わせ】鰍沢税務署☎ 0556-22-3191

小規模納税者のための無料相談会
【日時】２/21 ㈫・2/22 ㈬　午前 10 時～正午 / 午後

１時～４時（受付は終了時間 30 分前まで）
【会場】市川大門町民会館２階講堂
【問い合わせ】

　東京地方税理士会甲府支部☎ 055-233-1318



▼�

お
手
元
に
「
町
民
税
・
県
民
税
・
国
民

健
康
保
険
税
申
告
書
」（
青
字
で
印

刷
）
が
配
布
さ
れ
た
方
。

▼�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
収
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
申

告
書
を
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

▼�

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
２
月
上
旬
頃
申
告
書
が

戸
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

▼�

申
告
書
が
送
付
さ
れ
な
い
方
で
、
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、

町
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

申
告
相
談
に
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
の

方
が
訪
れ
大
変
混
雑
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
待
ち
時
間
を
少
な
く
し
皆
さ
ん
が

効
率
的
に
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

■
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
る
方
は

▽
売
買
（
請
負
）
契
約
書

▽
住
宅
の
登
記
簿
謄
本

▽�

住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金
の

年
末
残
高
証
明
書

▽
住
民
票

▽�

本
人
の
預
金
通
帳
の
口
座
番
号
が
分

か
る
も
の

■
所
得
税
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

は
、
さ
ら
に

▽�

支
出
医
療
費
を
証
明
す
る
領
収
書

次
の
点
を
準
備
・
把
握
し
て
お
い
て
下

さ
い
。

■�

生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
掛
け
金
が

あ
る
方
は
「
掛
け
金
の
払
い
込
み
証

明
書
」を
用
意
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

■�

商
売
や
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
、

収
入
・
支
出
の
内
訳
を
、
項
目
別
に

積
算
し
整
理
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

■�

農
家
の
方
は
、
農
機
具
・
軽
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
取
得
年
月
日
と
収
入
支
出

の
内
訳
を
、
項
目
別
に
整
理
し
計
算

し
て
お
い
て
下
さ
い
。

■�

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
用
意

し
て
下
さ
い
。

■�

国
民
年
金
の
掛
け
金
が
あ
る
方
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
ま
た
は
領
収
書
を
用

意
し
て
下
さ
い
。

▽�

申
告
書
（
確
定
申
告
さ
れ
た
方
は
昨

年
の
控
え
も
）

▽
収
入
支
出
の
分
か
る
帳
簿
類

▽
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票

▽
印
鑑
（
認
印
可
）

▽�

学
生
の
場
合
は
学
生
証
も
し
く
は
在

学
証
明
書
、
ま
た
は
そ
の
コ
ピ
ー

申
告
相
談
会
を
ご
利
用

下
さ
い

相
談
を
受
け
る
準
備

相
談
に
持
参
す
る
も
の

町
県
民
税
の
申
告が

必
要
な
方

その他の無料相談会
■年金および
　医療費還付申告のための広域無料相談会
【日時】２月９日㈭～10 日㈮ 　午前 10 時～午後４時

　　　　（受付は終了時間 30 分前まで）
【場所】甲府市総合市民会館３階大会議室

■税理士記念日無料相談会
【日時】２月 23 日㈭　

　　　　午前 10 時～正午・午後１時～４時
　　　　（受付は終了時間 30 分前まで）
【場所】税理士会館（甲府市）

問東京地方税理士会甲府支部☎ 055-233-1318

◎所得税の確定申告書はホームページをご利用下

さい。国税庁　http://www.nta.go.jp

◎税に関する質問にコンピューターがお答えします。

タックスアンサー▶ http://www.taxanswer.nta.go.jp

【問い合わせ】

［所得税］鰍沢税務署☎ 0556-22-3191
［町県民税］町税務課住民税係☎ 055-272-1104

申
告
書
の
配
布

▽�

医
療
費
を
補
て
ん
す
る
保
険
金
な
ど

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
明
細
書
（
分

娩
費
、
高
額
療
養
費
、
健
康
保
険
や

組
合
な
ど
か
ら
の
給
付
金
な
ど
）

▽�

本
人
の
預
金
通
帳
の
口
座
番
号
が
分

か
る
も
の

※
あ
ら
か
じ
め
領
収
書
を
個

人
ご
と
、
病
院
・
薬
局
ご
と

に
ま
と
め
、
計
算
し
て
お
い

て
下
さ
い
。

注 意
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市
川
三
郷
町
に
は
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い

ち
か
わ
」
と
い
う
介
護
老
人
保
健
施
設
が

あ
り
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
と
は
、
病
状
が
安

定
期
に
あ
り
入
院
治
療
の
必
要
は
な
く
て

も
介
護
の
必
要
が
あ
る
方
に
対
し
、
心
身

の
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
看
護
や
介
護
を

提
供
す
る
施
設
で
す
。

　

明
る
く
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
利

用
者
が
高
齢
で
あ
っ
て
も
障
害
が
あ
っ
て

も
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
の
利
用
方
法
に
は
「
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
短
期
入
所
療
養

介
護
」「
入
所
」
の
３
つ
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
利
用
者
の
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
使
い

分
け
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
デ
イ
ケ
ア
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
自

宅
で
生
活
中
の
要
介
護
状
態
の
方
を
対
象

に
心
身
機
能
の
維
持
、
改
善
を
目
的
に
、

ま
た
介
護
予
防
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
食
事
、
入
浴
、
送

迎
な
ど
を
提
供
す
る
日
帰
り
の
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
は
、

介
護
保
険
利
用
者
で
要
介
護
認
定
が
要
支

援
１
～
２
、
要
介
護
１
～
５
の
方
が
対
象

で
す
。

　

自
宅
で
過
ご
し
て
い
る
方
に
食
事
や
入

浴
な
ど
の
日
常
生
活
訓
練
、
ご
本
人
や
ご

家
族
の
要
望
に
合
わ
せ
た
個
別
訓
練
を
日

帰
り
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
は
作
業
療
法
士
・
介
護

福
祉
士
・
看
護
師
な
ど
の
専
門
の
職
員
が

よ
り
良
い
在
宅
生
活
の
た
め
に
集
中
的
な

個
別
リ
ハ
ビ
リ
で
か
か
わ
り
ま
す
。
楽
し

さ
だ
け
で
な
く
、
よ
り
自
立
し
た
生
活
の

支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

「明日も来たい」そんなデイケア

通所
リハビリテーションの

ご案内
介護を必要とする方に対し介護サービ

スを提供する施設「介護老人保健施設

ケアセンターいちかわ」。その中の一つ、

通所リハビリテーション（通称・デイケ

ア）についてご紹介します

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ
」
と
は

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
通
称
・
デ
イ
ケ
ア
）

自
立
し
た
よ
り
良
い
生
活
を

送
る
た
め
に

▪
快
適
な
在
宅
生
活
を
送
ら
れ
る
よ

う
、
私
た
ち
が
お
手
伝
い
し
ま
す

　

医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
・
作
業

療
法
士
・
介
護
支
援
専
門
員
・
支
援
相

談
員
・
運
転
手

介護老人保健施設ケアセンターいちかわ
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個
別
訓
練
は
、
自
立
支
援
や
「
や
り
た
い
こ
と
」

を
目
標
に
リ
ハ
ビ
リ
を
進
め
ま
す
。

　

作
業
療
法
士
に
よ
る
、
関
節
の
動
き
を
良
く
す

る
訓
練
や
筋
力
訓
練
、
立
ち
座
り
や
移
乗
・
歩
行

な
ど
の
基
本
動
作
の
訓
練
を
し
ま
す
。

　

ま
た
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
や
滑
車
な
ど
の
運
動
機

器
、
物
理
療
法
と
し
て
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
や
低
周
波

治
療
器
、
浮
腫
を
軽
減
さ
せ
る
為
の
エ
ア
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
（
写
真
）
を
と
り
揃
え
て
い
ま
す
。

▪�無理をせず自分に合う運動や過
ごし方ができました。

▪�自分ができない事に気配りをし
てもらえました。

▪�職員の対応がソフトな感じで親
切だと思います。

▪�リハビリで普段の生活での動作
の練習ができました。自宅で活
かせています。

▪�同世代の仲間がいるため、みん
なと話をするのが楽しいです。

▪�無口な主人ですが、行くのを
嫌とは言わないで、１年間よく
通ったと思います。皆さまのお
陰だと思って感謝しています。

▪�家では歩けないのですが、ここ
では介助されながらでも歩ける
事がうれしいです。

▪�１人暮らしのため、専門の職員
にいろいろな事を聞いてもらえ
安心しています。

声 通所リハビリテーション
サービスいろいろ

個別リハビリテーション　

排
便
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
、
傷
の
処

置
、
体
温
や
血
圧
測

定
。
ま
た
必
要
な
酸

素
濃
度
や
状
態
を

看
て
医
師
や
病
院

へ
相
談
し
、
異
常
の

早
期
発
見
と
対
応

に
努
め
て
い
ま
す
。

健康チェックと治療

　

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の

気
分
転
換
や
社

会
交
流
、
お
花

見
、
バ
ス
ハ
イ

ク
、
夏
祭
り
な

ど
の
行
事
で
楽

し
み
ま
す
。

レクリエーション

　

機
械
浴
（
写
真
上
）
で
は
寝
た
ま

ま
で
も
座
っ
た
状
態
で
も
、
機
械
を

使
っ
て
安
心
し
て
負
担
な
く
お
風
呂

に
入
れ
ま
す
。
一
般
浴
（
写
真
下
）

で
は
大
型
浴
槽
で
温
泉
気
分
が
味
わ

え
ま
す
。

　

入
浴
は
毎
日
利
用
で
き
ま
す
。

入　浴

糖
尿
や
高

血
圧
な
ど
の

治
療
食
も
可
能
で
す
。

麵
、
パ
ン
等
も
選
べ

ま
す
。

食 

事

本
人
が
持
っ

て
い
る
心
身

の
機
能
を
最
大
限
に
生
か
し
た
生
活
動
作

の
指
導
、
見
守
り
、
援
助
を
行
い
ま
す
。

日
常
生
活
動
作
訓
練

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

講
師
に
来
て
い
た
だ

き
手
芸
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
・
午
後

２
時
30
分
～
４
時

趣
味
活
動

■サービス提供時間

午前10時～午後４時
リハビリのみ、入浴のみでも利用で
きます。その場合でも送迎します。
ご希望に合わせて、時間短縮や１時
間程度の延長も可能ですのでご相
談下さい。

利用者　　    の家　族

■施設内の見学、通所リハビリテー
ションをはじめ、入所、介護保険、
医療福祉にかかわる質問、相談を
承っています。またペースメーカー、
在宅酸素、インスリン注射、尿道カ
テーテル、胃ろう、人工透析、寝た
きり、認知症の問題など、お気軽に
ご相談下さい。
【問い合わせ】ケアセンターいちか
わ☎ 055-272-5121（支援相談員・
高野 /介護支援専門員・渡辺）


